
2030年に向け、企業のSDGsへの取り組みが盛んとなり、
従来の「守り」のCSR要素の強い取り組みだけでなく、

「攻め」のCSV(Creating Shared Value)という考え方も浸透してきています。
CSVとは、企業による経済利益活動と社会的価値の創出(社会課題の解決)を

同じベクトル上に置くことで、自社の存在価値をアピールする差別化戦略の一つです。

このCSVをリードしていくためには、次世代を担うリーダー層の方々が社内外で
「Thought Leadership」を発揮することが不可欠です。

信念、理念、念い(THOUGHT)を掲げ、
将来を先取りした革新的なアイディアや解決策をいち早く示すことで

社会や顧客からの共感と評判を生み出し、
その分野における主導者主導者となろうとする働きかけ(LEADERSHIP)。

そんなThought Leadershipの開発を目指す
約2カ月間、全4回のVirtual Experiential Learningプログラムです。

Open Virtual Program

2021. 8. 10. Tue
8. 17. Tue
9. 7. Tue
9. 21. Tue
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次世代人材向け変革型リーダーシップ開発 公開プログラム
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Outside-inとは？募集要項
講座名： THOUGHT LEADERSHIP (1day x 4回)
対 象：次世代リーダー、経営企画や事業開発のご担当者、

自社への導入をご検討中の人材開発担当の方
日 程： 2021年8月10日(火)、17日(火) 、9月7日(火)、9月21日(火)

各日10:00~18:00 ※計4日間のオンラインプログラムです。

会 場： オンライン (Zoom)
※お申込みされた方に弊社事務局より当日の接続URLを案内させていただきます。

プログラムのねらい・特長
ね ら い ・ 社会課題の解決を起点としたCSV視点の体得

・ 実在するコミュニティでの社会課題の解決への挑戦を通じた意義や難しさの実感
・ 自社の提供価値の本質に迫る考察

特 長： ・ 企業による経済利益活動と社会課題の解決を結びつけるCSV経営を推進する
「念い」を持った次世代リーダーのThought Leadershipを開発

・ ゲームシミュレーションを用いた社会起点での事業創造の考え方Outside-inの体得
・ コミュニティの問題解決を通じて自社の課題を捉えなおすリアリティシミュレーション・

CAL(Community Action Learning)、そしてCSVアイディア・コンセプトづくりを通じて、
その「念い」を形にすることを支援

スケジュール

E info@impact-japan.com

W www.impactinternational.com/japan
IMPACT
インパクトジャパン株式会社

必要な環境：
パソコン、Webカメラ、安定したインターネット回線
(上り/下りともに3.0Mbps以上、有線LANケーブル
使用推奨)、会話ができる部屋

使用ソフトウェア：Zoom(最新バージョン推奨)

：

IMPACT JAPANは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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今現在の顧客や市場に囚われることなく、
社会(OUTSIDE)にある顕在化されていない
ニーズに着目し、いわば「未来の顧客や市場」
を創造していこうという発想。あくまでも社会
課題の解決を「起点」として発想することに
よって、現状の延長線上のアイデアに矮小化
しがちな事業構想の視座を高めることをねら
います。

方法論
SDGs Outside-inビジネスカードゲーム X for BizCAL (Community Action Learning)

研修
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